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パネル企画要旨

パネル企画1
「環境音楽」再考
　　　　　　　　　　　司会・パネリスト　大嶌徹　　 （東日本支部）
　　　　　　　　　　　パネリスト　　　　中川克志　 （非会員）
　　　　　　　　　　　パネリスト　　　　鳥越けい子（東日本支部）
　　　　　　　　　　　パネリスト　　　　広瀬正浩　 （非会員）

　近年、日本の「環境音楽」が世界的な注目を浴びている。米国のレコードレーベル Light in the Attic が発
売した『Kankyō Ongaku: Japanese Ambient, Environmental & New Age Music 1980‒1990』が2020年グラミ
ー賞で「最優秀歴史的アルバム賞」にノミネートされた。同アルバムにも収録された吉村弘や芦川聡らの録音
作品は中古市場で高額で取引され、アナログレコードやカセットテープのフォーマットで繰り返し再発売され
ている。本発表では、このKankyō Ongaku のリバイバル現象から遡及し、1980年代日本で生じた「環境音
楽」を再検討する。
　上記のように、昨今の再評価はレコードコレクターらが牽引する録音作品への関心を中心としている。その
ために、1980年代の環境音楽が狭義の「音楽作品」の創作から越え出る企図を含む動向であったことが看過さ
れている。本発表では、環境音楽をめぐる「音楽作品」の域を超えた実践を拾い出し、当時の思想的潮流との
関連性を明らかにする。その上で、その超領域的な試みが現在に何を問いかけているのかを議論したい。
　まず大嶌がリバイバル現象を概観し、ここで後景に置かれた文化的諸相について問題提起する。中川は、吉
村弘のサウンドアート作品を中心に取り上げ、1980年代環境音楽が、視覚美術やサウンドスケープの思想など
が渾然一体となって形成されていたことを論じる。鳥越は、環境音楽をめぐって展開された通念的な「芸術」
の枠組みからは外れた環境との交流、その根底にある「人間以上（more-than-human）」の概念にも繋がる音
楽観との関連について論じる。広瀬は、吉村弘らの流れとは別に環境音楽に関わった細野晴臣に焦点をあて、
同時代の思潮と細野との接続について検証する。以上から1980年代「環境音楽」を再考する。
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大会第2日　11月2日（日）
C213（2階） C214（2階） C322（3階） C324（3階）
研究発表 H
司会　沼口隆

研究発表 I
司会　宮川渉

研究発表 J
司会　太田峰夫 ――

1030

1110

H-1　高松晃子
メヌエットから
マーケットへ

I-1　藤井愛子
E. ブラウンの1960年代に
おける「開かれた形式」

の作曲手法

J-1　木村優希
バルトークによる

バロック期鍵盤楽器作品
のピアノ用編曲の手法

1030

1110

1115

1155

H-2　松田健
ベートーヴェン交響曲
日本初演譜の発見

I-2　飯島帆風
ジェルジ・リゲティの
作品における

「メタ・ポリフォニー」

J-2　中原佑介
バルトーク・ベーラの
作品分析への新しい
アプローチ

1115

1155
10分調整（休憩）

1205

1245

H-3　奈良沙織
19世紀前半の楽譜出版と
ベートーヴェンの楽譜の

価格プレミアム

I-3　秋道瑠香
モーリス・ドラージュの
作品目録再編に向けて

J-3　髙宮理彩子
19世紀末プラハにおける
芸術協会音楽部門の活動

1205

1245

1250

1330

H-4　新林一雄
18世紀ドイツの宮廷楽団
に所属した管楽器奏者

I-4　植村遼平
オリヴィエ・メシアンの
「移高の限られた旋法」

の構想過程

J-4　栗田桃子
カロル・シマノフスキの
《幻想曲》作品14の背景

にみる詩作

1250

1330
休　憩　・　昼　食

研究発表 K
司会　萬司

研究発表 L
司会　福中冬子

研究発表 M
司会　稲田隆之

研究発表 N
司会　澁谷政子 記念ホール

1410

1450

K-1　加藤新平
早坂文雄の

《ホルン小協奏曲》
について

L-1　SHEN, Diau-long
Inheritance and 
Derivation in 
Eurocentrism

M-1　丸山瑶子
Oliver! における

ナンバーの再現を用いた
悲劇と幸福の転換

N-1　髙畑和輝
“Doing Timbre” をめぐる

理論的検討

1410

1450

1455

1535

K-2　山口真季子
シューベルト・オペレッタ
《三人娘の家》の日本に

おける展開

L-2　許慕瑄
人民戦線期における
アメリカ左翼の
音楽的志向

M-2　佐野旭司
「創造的音楽家協会」

再考

N-2　柴田蒼良
「音画」概念の形成
における修辞学の役割

1455

1535

1540

1620

K-3　HARVEY, Thomas
髙田三郎による詩の

音楽的表象

L-3　劉麟玉
台湾出身作曲家江文也の
1934‒1945年作品にみる
日本的表現の諸相

M-3　室井七海
ドビュッシーの

《ボードレールの5つの詩》
における歌唱旋律

N-3　中津川侑紗
音楽の「真実」をめぐる

ふたつの視座

1540

1620

1625

1705

K-4　竹内伶奈
團伊玖磨の歌劇

《建 Takeru》における
音楽構造の検討

L-4　向井大策
《カーリュー・リヴァー》
における文化的邂逅の
政治学と詩学

M-4　笠井恵理子
ドレスデン時代における

シューマンの
ドイツ・オペラ創作

N-4　大高誠二
スカート構造

1625

1705
休　憩

1715
1725 閉会挨拶　（記念ホール） 1715

1725

パネル企画 ③
1030-1200

喜劇オペラの喜劇性

稲田隆之
木内涼
萩原里香
松田聡

パネル企画 ⑤
1410-1610

「日露交歓交響管弦楽
演奏会」100周年

野原泰子
井上登喜子
佐藤英
森本頼子

パネル企画 ④
1205-1335

東アジアに位置する
研究者にとっての

グローバル音楽史の再考

福中冬子
李惠平
曹有敬
楊建章
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パネル企画2　

「前期」テンポ・ルバート再考
――楽譜・文献史料と初期録音資料のはざまで――
　　　　　　　　　　　司会・パネリスト　鷲野彰子（西日本支部）
　　　　　　　　　　　パネリスト　　　　上田泰史（西日本支部）
　　　　　　　　　　　パネリスト　　　　ヘルマン・ゴチェフスキ（東日本支部、ビデオ動画参加）
　　　　　　　　　　　パネリスト　　　　橋本崚平（東日本支部）
　　　　　　　　　　　ディスカッサント　神保夏子（東日本支部）
　
　「盗まれた」テンポを意味するテンポ・ルバートは、演奏表現に不可欠な手法の一つである。一般的に、前
期のテンポ・ルバート（18～19世紀）は、旋律のみが自由に動き、伴奏は一定であるとされ、後期のテンポ・
ルバート（20世紀）は、伴奏も含めて柔軟なテンポ変化が行われるとされる（Hudson 1994）。
　ここでは初期のタイプに焦点を絞り、テンポ・ルバートに関する歴史的言説と歴史的録音をどのように関連
付け理解しうるのか、その方法論を検討する。演奏実践例は主に20世紀前半の録音資料とピアノロールを用い
る。左右の手の微妙なタイミングのずれなどを詳細に分析する上でピアノロールは非常に有用だが、その信頼
性についてはしばしば疑念が抱かれる。それゆえ、タイミングの観点から資料批判を行った上で、個々の分析
手法と結果を示す。
　まず、同じ演奏を記録したピアノロールの同一性について資料批判的見地から検証したのち（ゴチェフス
キ）、左右の手の非同期について3つの観点から演奏データの分析結果を提示する。①ショパン《ノクターン》
Op. 9-2（冒頭4小節）の演奏の歴史的変容（1913～1965）（橋本）、②ショパン《ノクターン》Op. 15-2の演奏
比較（20世紀初期）と作曲家の修辞戦略の関連（上田）、③フリッツ・フォン・ボーゼ（18651945）によるモ
ーツァルト《アダージョ》KV 540の演奏から再考する記譜と拍節の関連（鷲野）。後半は、これらの発表を踏
まえてディスカッサント（神保）を加えてフロアを交えた議論を行う。演奏解析結果、各種文献に見られる定
義や証言、記譜されたテンポ・ルバートの存在などを手掛かりに演奏データと言説史料を突き合わせること
で、R. ハドソンが提唱する前期のテンポ・ルバートの定義を再検討し、モーツァルトやショパン作品の演奏
実践に即した理解を深めつつ、今後の研究の方法論についても参加者と議論したい。


